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　4回目の3.11を迎えました。東日本

大震災の記憶と教訓が風化されつつあ

るといわれる中、被災地では今日も復

興に向けた取組みが続けられており、

本会会員企業も大きな役割を果たし

ています。本誌の特集は、1月号から 3

回にわたり「東北の元気」をお届けし

ました。取材にうかがって印象的だっ

たのは、各号でご登場いただいた方々

の笑顔。多くの苦難を乗り越え、前進

していく人たちの逞しさがありました。

まだまだ課題が山積していますが、一

歩ずつ着実に復興が進んでいることを

実感しています。（Ｎ）

　「名物」を味わうと、その土地の笑顔

に出会うことができます。今回、取材

の合間にいただいたのは、盛岡冷麺、

気仙沼ホルモン、そして数々の海の幸。

誌面でご紹介はできませんでしたが、

そういったふと立ち寄った場所でも、

実は多くの「元気」を発見できました。

3号に渡り温かく迎えてくださった東

北の皆様に、この場を借りて感謝申し

上げます。今後も本誌を通して各地の

「元気」をお届けします！（W）
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新
刊
紹
介

 「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
2
0
5
0
」が
描
く

こ
の
国
の
未
来

国
土
交
通
省
国
土
政
策
研
究
会 

編
著

　
現
在
、
国
土
審
議
会
に
お
い
て
、
国
土
形
成
計

画
（
か
つ
て
の
全
国
総
合
開
発
計
画
）
改
定
の
た

め
の
審
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
夏
に
も
全

国
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の

国
土
形
成
計
画
改
定
の
ベ
ー
ス
と
し
て
、
国
土
交

通
省
は
昨
年
七
月
に
国
土
像
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
2
0
5
0
」
を
ま

と
め
て
お
り
、
こ
の
た
び
、
同
ビ
ジ
ョ
ン
を
一
般

向
け
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
解
説
書
が
発
刊

さ
れ
た
。
今
後
不
可
避
で
あ
る
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
こ
れ
に
立
ち
向

か
う
た
め
の
考
え
方
と
し
て
、「
コ
ン
パ
ク
ト
＋

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
地
域

活
性
化
の
た
め
の
「
対
流
促
進
型
国
土
の
形
成
」

を
提
唱
し
て
い
る
。

　
解
説
部
分
は
今
回
新
た
に
書
き
下
ろ
し
た
ほ

か
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た『
地
方
消
滅
』（
中

公
新
書
）
の
編
著
者
で
あ
る
増
田
寛
也
元
総
務
大

臣
と
太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
と
の
対
談
や
、
各

界
有
識
者
の
寄
稿
も
収
録
し
て
い
る
。

　
全
国
八
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
広
域
地
方
計
画
の
策

定
作
業
も
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
検
討
メ
ン

バ
ー
に
は
、
国
や
県
だ
け
で
な
く
、
経
済
界
も
入

っ
て
い
る
。
建
設
業
界
に
と
っ
て
久
々
に
「
元
気

の
出
る
」
長
期
計
画
と
な
る
よ
う
、
本
書
を
参
考

に
し
て
議
論
へ
参
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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◉お詫び
2015年2月号P.33「各人各説（「将の将」たる土木技術者として）」におきまして、
誤りがありました。正しくは以下の通りです。

（誤）磯田雅彦　→　（正）磯部雅彦


